
 

 

 

 

 

うまくいかないことが子どもの成長を促す～運動会を通して思うこと～ 

校長 茂木 徹 

 

９月28日、雨天のため１日遅れとなりましたが、運動会を

実施することができました。本来であれば、５月に行う予定

でしたが、新型コロナウィルス感染症拡大防止から、９月以

降に延期する方向で、日程を調整してきました。外部との

様々な調整の末、９月末に実施することを決め、夏休み後か

ら準備を進めてきました。しかし、今夏の猛暑により、外で

の練習すら満足にできず、本腰を入れて練習できたのは、運動会の10日程前からでした。また、

今年は新しいグラウンドになって初めての運動会でもあり、会場や放送設備など例年通りには

行かない、まさに生み出す苦しみも伴いました。  

しかし、子どもたちは、運動会の成功を大きな目標にして、暑い中、休み時間も使い、応援

練習や競技の練習に汗を流しました。特に、応援練習では、９月中頃から始まった赤白各組ご

との練習に熱心に取り組み、日ごとに声の大きさやまとまりがよくなり、子どもたちの頼もし

い姿が見られるようになりました。中でも、４年生以上の応援団員は練習を自分事として捉え、

真剣に行動するとともに、的確な指示を出す姿が見られるようになっていきました。 

そのような中、赤白の子どもたちの意識が大きく変化したできごとがあります。それは、白

組が９月16日の初めての全校大玉送り練習で、赤組に負けたときです。団長が、白組の団員に

涙ながらに檄を飛ばし、団結して頑張ること、作戦の立て直しを訴える姿を見せたときです。

団長の思いが伝わり、団員一人一人が頑張ろうと心を一つにすることができました。それ以来、

白組は連勝することになります。（ただし本番は僅差で赤に破れました）赤組の変化は９月23

日の運動会予行のプレ応援合戦です。このとき赤組は、白組に大差で敗れました。このままで

は、白に勝てないと思うくらいの負け方でした。しかし、残りの２日間、赤組全員で昼休みに

自主練習をしたり、応援団が自分の役割を再確認して他の団員をリードしたり、全力で最後の

練習に取り組みました。赤組一人一人の気持ちが揃ってきた姿がよく分かりました。（結果は

白組を上回ることはできませんでした） 

このように、赤白とも、相手の組に敗れたことで、はじめて自分たちの行動を見つめ直す必

要性を感じたと言えます。そして、その経験を基に、自分た

ちの改善点を見付けて、相手の組を上回るためにどうしたら

いいのか真剣に考え行動しました。まさに苦杯をなめる経験

が、「団結する、ともに考える、改善させる」といった進化

を生んだと言えます。日々の学習活動も重要ですが、運動会

のような節目の活動を大切にしながら、心身ともにバランス

の取れた子どもの成長を願いたいと改めて感じました。 
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１年 1 組 児童 

 うんどうかいでは、50 メートルそうでさいごまでぜんり

ょくではしれました。みんながおうえんしてくれてがんば

れました。きょうぎはかったけど、おうえんはまけてくやし

かったです。らいねんはどっちもかちたいです。 

３年 児童 

ぼくは、80Ｍ走で全力を出しました。足とうでに力を

入れて走りました。ゴールの前で力がなくなって３位

でしたが、家の人に本気を見せられてうれしかったで

す。大玉送りでは、白組で力を合わせました。大玉

を取りに行く６年生に、大きな声で「がんばって。」と

おうえんしました。大玉が前に来たときは、力いっぱ

いおしました。２年生にも、「もうちょっと。」とおうえんし

ました。そうしたら、しっかり力を出してくれました。赤に

負けたけれど、みんなで力を合わせることができてよ

かったです。 
 

２年 児童 

 ぼくは、２つのことをがんばりました。「全力」でやる

ことと、「仲間と協力する」ことです。 「全力」でが

んばったことは、徒競走です。運動会の前から徒競

走で１位になることを決めていました。 本番では、１

位になれたのでうれしかったです。「仲間と協力し

た」のは応援合戦です。本番は、きびきびした動きを

しました。自分の中では、２つのめあては 100 点では

なかったので、来年はめあて 100 点目指してがんば

りたいです。 

  

１年２組 児童 
 わたしは、うんどうかいほんばんのおうえんがっせん
で、れんしゅうのときよりとても大きいこえをだすことがで

きたとおもいます。じぶんでじぶんをすごいとおもいまし

た。そして、しろぐみがおうえんゆうしょうをとれたから、と

てもうれしかったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 児童 

 今年は、Ｗ優勝ができなかったけど、応えん優勝が

できてうれしい運動会だった。競技優勝はできなかっ

たけれど、白組の一人一人が全力で競技に取り組

んでいたし、応えん優勝がとれたのも、白組の一人一

人が全力で応えんしていたからだと思う。応えん団に

なり、つらいこともたくさんあったけれど、仲間と協力し

たから、わたしもがんばることができたし、応えん優勝も

とることができた。わたしは、今年の運動会は、人生で

１番達成感があり、１番うれしい一日だった。 

 

５年 児童 

 今年はコロナウイルスや月曜日ということでお客さ

んが少ないため、きんちょうせずに家を出ました。私は

うれしかったことが３つあります。１つ目は大玉送りで

す。理由は練習では 1 回しか勝ったことがなく、正

直、本番も負けると思っていました。でも本番は赤組

がみんなで力を合わせて勝てました。おどろきました。

２つ目は高学年リレーです。理由は全力を出して誰

にもこされずにバトンをわたせたからです。３つ目は成

績発表です。競技優勝ができたからです。来年は、

小学校最後の運動会なので、今年よりも走力をつ

けてＷ優勝できるようにがんばりたいです。 

 
６年 児童 

 小学校生活最後の運動会。今年は新がたコロナ

ウイルスのえいきょうで、昨年より競技が少なくなったの

で１つ１つの競技をいつもよりしんけんにがんばりまし

た。特に、プログラムの最後のリレーをがんばりました。

ぼくは毎年３位か４位しかとったことがなかったので、

今年は絶対１位をとりたいと思っていました。そのため

にはバトンを止めないことが大切だと先生が教えてくれ

ました。本番では仲間と心を１つにして全力でがんばり

ました。結果は１位でした。Ｗ優勝はとれなかったけ

ど、くいのない運動会になったのでよかったです。 

 



 
 
９月４日（金）、全校児童が八石山へのふるさと登山を行いました。

子どもたちは異年齢グループのニコニコファミリー班ごとに、23人

の地域・保護者ボランティアの皆様の力を借りながら、全員が無事

に登山をすることができました。これまでは、４～６年生が米山、

１～３年生が八石山と、方面と時期をずらしてふるさと登山を実施

してきましたが、新型コロナウ

イルスのため全校で八石山に登

りました。下学年を気遣って何

度も後ろを振り返ったり、やさしく声掛けしたりする上学年の子ど

もたちの姿から、日吉小で大事にしている相手を思いやる心が確か

に育っていることを実感できました。 

 保護者の皆様からは荷物の準備、地域・保護者ボランティアの皆

様からは当日の補助等、たくさんのご支援をいただきました。本当

にありがとうございました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜＜子どもたちの活躍＞＞＞ 
第31回 ニックカップ争奪柏崎刈羽少年野球大会 

       第３位 日吉Ｔドリームス 

１年 1組 児童 

ぼくは、やまのぼりを２かいしたことがありました。

はちこくさんは、はじめてでした。のぼりはじめのきゅう

なさかがすこしきつかったです。ちょうじょうまでなが

かったけどがんばりました。ちょうじょうについたときう

れしかったです。 
  

１年２組 児童 

わたしが、とざんでがんばったことは、リュックをか

ついだことです。さいしょはゆうなさんのおかあさん

にもってもらったけど、さいごはじぶんでもちました。さ

んちょうでは、おかあさんがつくったおべんとうをたべ

て、びっくりするほどおいしかったです。 

６年 児童 

わたしは、今年が最後の登山でした。今年は初

めて全校で登りました。１年生もいたのでたいへん

なこともありましたが、声を掛けることができたのでよ

かったです。今年は大人数で登ることができたの

で楽しかったです。 
  

ボランティアの皆様の声から 

○みんなしっかりしていてびっくりです！がんばっ

ている姿がすごくかっこよかったです。 

○助け合いの気持ちを言葉で表すことができて

いてよかったです。１年生が最後までがんばっ

てリュックをかついでいてりっぱでした。 

○みんな一人一人が自分なりにがんばっていま

した。声を掛け合い、励まし合ったりしている姿

がよかったです。 

○休憩の時、低学年の子に椅子を譲ってあげ

るなど、高学年の子の思いやりの心がうれし

かったです。 

○みんなそれぞれに辛かったでしょうに、友達と

励まし合って登る姿が印象的でした。一生懸

命登っている１年生に後ろから「がんばれー」

と声を掛けている子どもたちがとってもステキで

感動しました。 

○大変そうでしたが「あきらめずにやりとげる」とい

う気持ちが育ったのではないかと感じます。 

 
  

お知らせとお願い 

 柏崎市教育委員会は、学校の業務改善の一環として、下記のとおり学校の留守番電話を導入いたします。

日吉小学校への連絡等は電話対応時間内としていただくことにご理解とご協力をお願いいたします。 

 留守番電話の使用開始日  令和２年10月12日（月） 

 留守番電話となる時間帯  平日は午後６時から翌日午前７時30分まで、土日祝日学校休業日は終日 

              長期休業期間は午後４時45分から翌日午前８時15分まで 

※ 緊急を要する場合は、柏崎市役所23-5111（代）へご連絡ください。教育委員会から折り返し連絡 

いたします。 


